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「早期胃癌に対する内視鏡診断と治療の現状と限界」 
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除菌後や未感染胃に発生する早期胃癌の内視鏡診断には、従来の診断学とは

異なる、新たな手法や基準が必要となってきた。除菌後胃癌しかり、胃底腺型や

ラズベリー型などの胃型腫瘍しかりであり、粘液形質や発生と分化のメカニズ

ムなどの病理診断を踏まえて内視鏡診断を構築してゆく必要があろう。また治

療においても従来と異なる適応や手技の改善が必要とされる可能性がでてきた。

変わりゆく早期胃癌の診断と治療について、現状と限界について議論したい。 


